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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　５月　２１日　（金）
司会者　三浦　雪枝　　　　記録　川守田　弘子　

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	三浦
	佐々木
	平間

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	CD留守
	公休
	年休
	休憩
	○
	準夜
	欠勤

	上野(厚)
	川守田
	天間
	橋本
	本川
	沼山
	田ノ上
	畑内
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	○
	公休
	深夜
	深夜
	公休
	公休
	○
	公休

	高橋
	上野(雅)
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原(麻)
	佐々木（孝）

	○
	A留守
	準夜
	公休
	　

深夜
	CD留守
	○
	公休
	準夜

	貝塚
	荻原
	小笠原(実)
	大島
	盛田
	鈴木
	
	
	

	公休
	CD留守
	公休
	ローテ
	業務
	○
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 監査に向けてカルテの背表紙をきれいにしましょう。破けたり、汚れたりしているものは交換しましょう。

書式は、WIZ の南病棟→書式関係に入っています。紙は2階のタイムカードの下の棚の中に入っています。

· 遅C勤務のスタッフは、トイレ掃除をしたら、環境整備チェック表に忘れずにハンコを押してください。１階トイレ掃除のハンコが抜けていることが多く見られています。

＜患者様連絡事項＞

· 谷内　愛子様～１５:００　体温３８．０～３８．５℃の発熱あり。

　　　　　　　　　PL（総合感冒薬）３P　３×ndE ４日分処方となり、

体温３８．５℃以上時の予測指示（アンヒバ坐薬（２００）１ヶ挿肛　　８時間開けて再度使用可）が、でています。

発熱の状態、感冒症状を観察して行きましょう。

· 五十嵐　タイ様～風邪症状が続いていることから、

　　　　　　　　　　PL（総合感冒薬）３P　３×ndE　３日分継続処方となっています。

　　　　　　　　　　引き続き、感冒症状を観察していきましょう。

・板垣　富蔵様～本日、深夜帯にて体温３７．５～３８．０℃の発熱あり。

　　　　　　　　セフジトレン　（抗生剤）３T

　　　　　　　　ムコキール（去痰剤）（１５）　３T　３×ndE ３日分処方となり、

　　　　　　　　体温３８．５℃以上時の予測指示（アンヒバ坐薬（２００）１ヶ挿肛

８時間開けて再度使用可）が、でています。

　　　　　　　　発熱の状態、感冒症状を観察していきましょう。

　　　　　　　　又、介護保険申請の為、妹様が役所へ行かれていますが、介護保険書が

必要であるが見つからない為、本人様の自宅を確認し、もう一度、役所

へ行ってみるとのことです。山田SWへは、その旨、報告しています。

　　　　　　　　受け持ちスタッフの方で、２、３日中に手続きの進行状況を御家族へ確

認していきます。

· 坂本　和子様～紹介状の記載して頂いています。Bユニットのホワイトボードに張っ

　　　　　　　　　ておくので、ご家族が来院した際に渡してください。

· 島脇　てる様～昼夜逆転がある為、

　　　　　　　　　ネルボン（５）１T→スローハイム（催眠鎮静剤）（１０）１Tへ変更となり、処方となっています。

　　　　　　　　　夜間の睡眠状態を観察するとともに、日中、ホールで過ごしていただくなど、昼夜逆転が改善するよう介入していきましょう。

· 北山　和子様～臨時薬継続処方となっています。

　　　　　　　　　夜間、睡眠状態が不安定である為、メディピースが追加となっています。

1 セロクエル（精神神経用剤）(100)２T

タスモリン（抗パーキンソン剤）（１）１T　（１－０）　　　　１×朝、夕食後

2 フル二トラゼパム（抗不安剤）（２）１T

センナリド　（下剤）２T

グラマリール（精神神経用剤）（２５）　２T　　　　１×ｖｄｓ

　　　　　　　　　③メディピース（精神神経用剤）（０．５）　２T　　　　１×夕食後

　　　７日分処方となっています。

　　　　　　　　　夜間の睡眠状態を観察していきましょう。

＜担当業務年間計画の報告＞　　　　　　　

＜担当業務＞

　退院調整　　　　担当　小林・三浦・相馬

＜業務内容＞

・患者様の介護保険の取得状況・介護度・期限の把握

・施設入所申し込み状況の把握、家族への促し

＜実施計画＞

・カンファレンス内での患者様評価

　→カンファレンス内にて各受け持ち患者様毎に、施設入所検討・進行状況報告を行う。

※第2・4金曜日に行い、誰の受け持ち患者様の評価を行うのかは、当日出勤スタッフの中から、担当が割り振っていき、事前に評価を行う患者様の評価表をカンファレンス予定があるファイルに入れておく。また、進行状況に変化があった患者様は都度行っていく。

・介護保険・認定調査・施設について家族用資料の作成

→介護保険申請についての流れや施設についての情報資料を作成し、可能であれば玄関又は、Ａユニットスタッフオフィスカウンターに設置する。

・カンファレンス内での勉強会の実施

→介護保険関係・施設入所を目指していく為に、スタッフが行っていくケアについて勉強会を実施していく。

　　※詳しい実施日は未定であるが、資料作成を行い、早ければ7月より1回/月のペースで行っていく。勤務表と併せ、実施日が決まれば事前にＳＧＭに勉強会実施の報告をし、カンファレンスに組み込んでもらう。

＜担当業務＞

日用品発注（患者様の使用物品）　　　　　　担当者：石岡　　　　　　　

＜業務内容＞

· オムツ使用後処理及び入浴後汚れ衣類・ごみを処理する際のダスロール発注→見直し・検討

使用枚数の確認(状況に応じた使用をしているか否か)・点検(週1回　月曜日)

16日～15日〆→月末カンファレンスにて報告

· ＣＤユニット患者様の入浴用品の発注（シャンプー・石鹸等）→入浴担当スタッフと協力して行う

使用状況の確認(状況に応じた使用をしているか否か)・点検(週1回　月曜日)

16日～15日〆→月末カンファレンスにて報告

· オーダリングをしている日用品に関しての見直し・検討(節約)

毎月の使用量の確認･点検(先月との使用量の比較も含む)

16日～15日〆→月末カンファレンスにて報告

※上記以外の改善案や見直し内容は、随時組込み見直し・検討していくこととする。

・病棟全スタッフの節約についての意識向上を図る

・病棟全スタッフへの周知徹底

＜担当業務＞

環境整備　

担当者：萩原　由佳・大嶋　香菜子・石岡　啓子　　　

＜業務内容＞

· 病棟内の環境整備・美化を推進する。

ソファ-カバー・布巾の汚れ・清掃状況の確認(表作成：担当者決め印)

· 病室の整理･整頓

· 観葉植物の管理

· 療養環境の機能・設備管理　　環境整備も計画的に実施(計画表作成し確認印を押す)

· 温度管理～入力状況の確認→毎日

· 補修箇所の有無点検→月1回　(第1月曜日　表作成：担当者決め印)

補修箇所のあった場合→申し送りノートに記載しておく…環境整備担当者で処理

· 各ユニット詰所内・ジェットタオルの清掃

· 介護訓練室の清掃・トイレ掃除

· 掃除用具置き場の整理・整頓・清掃(1F・2F)

· 環境整備予定表（毎月）の見直し・検討→15日～20日にSGMへ提出

· ホール内の椅子・テーブルの拭き掃除

※16日～15日〆→月末カンファレンスにて報告

※毎日の清掃チェック表を作成し担当者は確認印を押す

※上記以外の改善案や見直し内容は、随時組込み見直し・検討していくこととする

・病棟全スタッフの環境整備についての意識向上を図る

・病棟全スタッフへの周知徹底

・患者様や面会に来られた御家族様に清潔な場所を提供出来るようにする

＜担当業務＞

入浴　　　　　　　　　　　　　　　　担当　高橋・天間・上野(厚)

＜年間計画＞

・目標…安全・安楽な入浴の実施

　　　　週3回の入浴の実施

・上半期、下半期各1回以上の勉強会の実施

→スタッフの入浴介助技術の向上を目的とし、入浴介助の手順や入浴の意義等をカンファレンス内で勉強会を実施していく。

・入浴表の見直し

→毎月、月末(第4週水曜日)に見直しをして、入浴形態や曜日が合っているか検討していく。

・入浴拒否者への対応

→特に拒否が強い患者様に対し、他のスタッフと協力・連携し少しでも入浴して頂けるように取り組んでいく。

・発熱者、入浴中止患者様への対応

→患者様の状態に合わせて清拭・更衣を実施していく。

・入浴環境の整備

　→浴室のカビ取りや洗身タオル等の管理をしていく。実施日はカンファレンスで話し合い決めていく

＜担当業務＞
排泄

担当者：畑内　小笠原（麻）　清川　　相馬　　池田
＜業務内容＞
・排泄表の作成・更新
・検温表の作成・更新
・オムツ見直し→置き場所、個々のオムツ、オムツのあて方の検討・見直し（カンファレンス内で毎月10～15日の間に行う）
・家族連絡表の作成
・１ヵ月に１回、私物庫の整理を行う。（担当スタッフが毎月10～15日の間に行う）
・家族連絡表の見直し。（カンファレンス内で毎月１日に行う）
＜担当業務＞
洗濯
＜業務内容＞
・洗濯料金の更新
・１ヵ月に１回、衣類の名前つけを検討
・各担当者へ受持ち患者様の衣類チェック（不足している衣類・名前のチェック）






